
内部エネルギーと比熱 

 

 単原子理想気体の内部エネルギーから比熱を計算すると、気体 1 mol あたり、 
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となる。これを定積モル比熱という。圧力一定のもとでは、系に流入するエネ

ルギーq = dU + PdV = dH として、内部エネルギーの増加量とともに外部からの

圧力 P に抗して気体が膨張するのに必要な仕事 PdV = nRdT が加わるので、その

分だけ比熱が大きくなる。 
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これを定圧モル比熱という。理想気体の比熱は温度に依らず一定であるが、実

在気体では分子間に引力が働くために比熱は温度に依存する。 

 


